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3 ． 2 　ロジスティクス・ネットワーク上での配備例
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に移行していくものと思われる［ 4 ］［ 5 ］（付録を参照）。
4 ．各階層の情報システム

















































SCP：Supply Chain Planning APS：Advanced Planning and Scheduling    ERP：Enterprise Resource Planning
OMS：Order Management System WMS：Warehouse Management System TMS：Transport Management System





































ロジーズを買収）のSupply Chain Planning ソリューションなどが知られている［ 6 ］。ま
8た，国産ベンダーの製品としては，日立社製「SCPLAN」，富士通社製「GLOVIA/
SCP」，アスプローバ社製「Asprova SCM」などが知られている［ 7 ］。




































 SAP 社製「R/3」、オラクル社製「Oracle/E-Business Suite」、Microsoft 社の「Dynamics AX」
などが有名であるが、それ以外にも多数の製品が開発され提供されている。特に、国産ベンダ
ーの製品で、グローバル展開を図っているものとして、スーパーストリーム社製の
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運用の実績は、作業実績として ERP に報告される。 
 SCE は、受発注処理、販売管理、在庫管理、倉庫業務、輸配送業務などの支援を行うもので
あるが、一般に、OMS（Order Management System、受発注管理システム）、WMS（Warehouse 
Management System、倉庫管理システム）、TMS（Transportation Management System、輸送管
理システム）、の 3 つのシステムに分けられている。図 7 に、各システムがカバーする業務の
対象範囲およびシステム相互の関係を示す[11]。OMS が受発注や販売管理などお金の流れを分
担するのに対し、他の WMS と TMS は物を動かすいわゆる物流管理の部分を分担する。 





4.3.2 OMS、WMS、TMS の概要 












































































 倉庫業務を支援する情報システムである WMS は、標準的機能を備えたパッケージ製品が各社
より多数提供されている[12]。WMS を導入する方法としては、パッケージ製品を購入しそれを
自社の形態に整合するようにカスタマイズする方法が一般的である。図 8 に、WMS の機能概要
を示す[13]。図の吹き出しの「WMS パッケージの機能」で示される部分が、パッケージ製品が
具備しているような標準的機能である。物流センターによって存否や種類などが異なっている
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歴も残せるため配送ルートの見直しもできる。車載端末に搭載された GPS（Global Positioning 
System）機能により、求めた移動体の位置情報を GIS（Geographic Information System、地
理情報システム）上にリアルタイムに取り込み、車両などの移動状況を地図上に可視化する。


















































































・VPN：Virtual Private Network                     ・EDI：Electronic Data Interchange
・GPS：Global Positioning System                 ・GIS：Geopraphic Information System



















































































・VPN：Virtual Private Network                     ・EDI：Electronic Data Interchange
・GPS：Global Positioning System                 ・GIS：Geopraphic Information System





























































































［ 1 ］ 東海林秀光：物流センター管理システムEXceedの特徴と活用ポイント，UNISYS 
TECHNOLOGY REVIEW　第69号，MAY，2001，
　　  http://www.unisys.co.jp/tec_info/tr69/6908.pdf　
［ 2 ］ 高井雅文：ロジスティクス情報システム，電子情報通信学会「知識ベース」，11群「社会
情報システム」， 6 編「流通情報システム」，11章，2010.9.7，http://www.ieice-hbkb.org/
files/11/11gun_06hen_11.pdf#page=2　
［ 3 ］ 松浦春樹，島津誠訳：サプライチェーン・ロジスティクス，朝倉書店，2004年 3 月
（D.J.Bowersox, D.J. Closs, M.B. Cooper : Supply Chain Logistics Management, McGraw-
Hill Company, 2002）
［ 4 ］ 増田悦夫：物流情報系におけるクラウドコンピューティング化の取り組み状況について，
物流問題研究，No.54，2010年 8 月
［ 5 ］ 増田悦夫：宅配便企業におけるクラウド化の現状と今後の展望，流通経済大学流通情報












　　 ②GLOVIA/SCP FA・GLOVIA/MES : 富士通アドバンストエンジニアリング，
　　　 http://www.fujitsu.com/jp/group/fae/products/glovia/






　　 ②NTT Biz∫：Biz∫ とは｜ERPパッケージ（会計・販売管理・人事・給与）Biz∫，
　　　 https://www.biz-integral.com/concept/index.html
　　 ③ GRANDIT：誕生の背景｜GRANDITとは｜次世代ERPコンソーシアム GRANDIT公式
サイト｜販売管理系～会計・人事給与系機能までの統合基幹システム，
　　　 http://www.grandit.jp/about/index.html




























































導入している企業は、平成 24 年末の 28.2％に対し、１年後の平成２５年末には 33.1%と増加
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 産業別で見ると、付図２の通りであり、どの分野も年とともに増加している。例えば、運輸
業では、19.6％（H24 末）から 28.7％（H25 末）へ、また卸売・小売業では、31.8％（H24 末）
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 産業別で見ると、付図２の通りであり、どの分野も年とともに増加している。例えば、運輸
業では、19.6％（H24 末）から 28.7％（H25 末）へ、また卸売・小売業では、31.8％（H24 末）
から 33.4％（H25 末）へ、それぞれ増加している。 
 付図 3は、クラウドサービスの導入用途の状況を示している。電子メールやファイル保管・
データ共有に関するサービスの利用が半数程度を占めている。ロジスティクスに関連の深い、
生産管理、物流管理、店舗管理は、H25 年末で 6.6％と高くはないが、産業別の動向を考慮す
ると、今後、増加していくことが予想される。 
付図2 国内企業における産業別のクラウドサービス導入状況
（H26年情報通信白書）
付図3 クラウドサービスの導入用途の状況（H26年情報通信白書）
ロジスティクス関連業務への導入
